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大飯発電所４号機「安全系ＣＣ負荷トリップ」警報について 

 

大飯発電所４号機の中央制御室で、平成２４年８月６日８時１２分に、安全設備の

いずれかの機器の停止を知らせる「安全系ＣＣ（コントロールセンター）負荷トリッ

プ」警報が発報しました。 

現場確認の結果、大飯発電所４号機の非常用ディーゼル発電機室に貯まった廃水を

２時間に１回程度排水するポンプ２台のうち、通常使用しているＡ号機が停止したた

め、警報が発報したものです。なお、警報は８時２３分にリセットされました。 

 また、８時４４分頃、自動的にもう１台のＢ号機が起動し、排水は問題なく行われ

ています。 

 その後、故障した排水ポンプについては、８月７日に予備のポンプに交換し、排水

できることを確認しました。 

故障した原因について、現場での点検で特定には至らなかったため、８月７日に工

場へ運搬し、本日までに分解点検を行ったところ、メカニカルシール※面が荒れてお

り、ポンプ軸受部の球状のころが割れていることが確認されました。 

※回転する主軸と周囲の固定部の隙間を埋め、水等の漏えいを抑制させる部品。 

 

このため故障した原因は、メカニカルシールの機能が低下し、軸受部に水が流入、

潤滑材が流出したために、軸受と主軸に過大な摩擦が生じ、軸受が破損したと考えら

れます。 

今後、再発防止のため、計画的に点検を行う予定です。 

 

なお、本件による環境への放射能の影響はありません。 
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